「生物基礎」シラバス（案）

啓林館編集部

	対象教科・科目
	単位数
	学年・学級

	生物基礎
	２
	

	使用教科書
	使用副教材

	啓林館「生物基礎」(生基304)
	啓林館「新編センサー 生物基礎」

	

	１　学習の目標等

	学習の目標
	日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への関心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，生物学的に探究する能力と態度を身につけるとともに，生物学の基本的な概念や原理・法則を理解し，科学的な見方や考え方を養う。

	学習のねらい

	第１部 生物の特徴
	生物の多様性と共通性の視点を身につけ，生物の体を構成する共通の基本単位である細胞の構造と働きを学び，生命活動に必要なエネルギーと代謝について理解する。

	第２部 遺伝子とその働き
	生物と遺伝子について観察，実験などを通して探究し，細胞の働き及びDNAの構造と機能の概要を理解する。

	第３部 生物の体内環境の維持
	生物の体内環境の維持について観察，実験などを通して探究し，生物には体内環境を維持する仕組みがあることを理解させ，体内環境の維持と健康との関係について認識する。

	第４部 生物の多様性と生態系
	生物の多様性と生態系について観察，実験などを通して探究し，生態系の成り立ちを理解し，その保全の重要性について認識する。

	

	２　学習計画

	学期
	学習項目(配当時数)
	学習内容
	活動・備考等
	考査範囲

	１
	序章 探究活動の仕方 (１)
	探究活動の仕方について学ぶ。
	
	

	
	第１部 生物の特徴 (15)
	
	
	

	
	第１章 生物の共通性と多様性(2)

第１節 多様な生物

第２節 生物の共通性

第３節 生物共通の単位−細胞

第４節 細胞の構造の共通性と
　　　　　多様性

第５節 生物の構造の共通性と
　　　　　多様性


	生物は多様でありながら共通性をもっていることを理解し，細胞および生物の構造について学ぶ。
	実験1-1.

「原核生物と真核生物の観察」

実験1-2.

「オオカナダモの葉の細胞の観察」

発展

「原形質流動の速度の測定」

発展

「細胞の研究と細胞の分画法」

発展

「電子顕微鏡で明らかになった細胞構造」

実験1-3.

「単細胞生物と多細胞生物の観察」
	第

一

学

期

中

間

考

査

	
	第２章 細胞とエネルギー(5)

第１節 生命活動とエネルギー

第２節 光合成と呼吸

	生物の活動に必要なエネルギーの出入りと，生物に必要な物質の合成や分解について学ぶ。
	発展

「酵素の働きと特徴」

実験1-4.

「カタラーゼの働き」

発展

「光合成と呼吸の仕組み」

資料学習

「呼吸基質の推定」

発展

「葉緑体とミトコンドリアの構造」
	

	
	
	
	
	

	
	探究活動１.(2)
	
	１.花や果実の色
	

	
	部末問題(1)
	
	
	

	
	第２部 遺伝子とその働き (9)
	
	
	第

一

学

期

期

末

考

査

	
	第１章 遺伝情報とDNA(2)

第１節 遺伝子とは

第２節 DNAの構造

第３節 遺伝子とゲノム
	遺伝情報を担う物質としてのDNAの特徴について理解する。
	発展

「染色体とDNA」

実験2-1.

「ヒトのDNAの抽出」

実験2-2.

「DNA模型の製作」

発展

「遺伝子の研究の進展と技術の革新」
	

	
	第２章 遺伝情報の分配(2)

第１節 遺伝情報の複製

第２節 遺伝情報の分配
	DNAが複製され分配されることにより，遺伝情報が伝えられることを理解する。
	発展

「DNAの複製の仕組み」

実験2-3.

「分裂期と間期の細胞の観察」
	

	
	第３章 遺伝情報とタンパク質の合成(2)

第１節 遺伝情報とRNA

第２節 遺伝情報の発現とタンパク質の合成

第３節 遺伝情報の維持と発現

	DNAの情報に基づいてタンパク質が合成されることを理解する。
	発展

「いろいろなRNA」

実験2-4.

「DNAとRNAの染色による転写の観察」

発展

「転写と翻訳の仕組み」

発展

「タンパク質の構造」

発展

「発生の過程で発現が異なる遺伝子」
	

	
	探究活動２.(2)
	
	２.細胞周期の各期に要する時間の推測
	

	
	部末問題(1)
	
	
	

	
	第３部 生物の体内環境の維
持 (21)
	
	
	

	
	第１章 体内環境と恒常性(7)

第１節 恒常性とは

第２節 体液とその成分

第３節 体液の恒常性
	体内環境が保たれている仕組みを理解する。
	実験3-1.

「運動による体温・心拍数・呼吸数への影響」

実験3-2.

「血球の観察」

実験3-3.

「ヒトの心臓」

発展

「血液凝固因子」

発展

「肝臓の尿素合成」

実験3-4.

「血球と塩類濃度」

資料学習

「溶血と塩類濃度」
	

	２
	第２章 体内環境の維持の仕組み(6)

第１節 自律神経系と内分泌系

第２節 ホルモンによる調節

第３節 自律神経による調節

第４節 自律神経とホルモンの共同作用
	体内環境の維持に自律神経とホルモンがかかわっていることを理解する。
	発展

「神経細胞」

発展

「心臓の拍動の調整の仕組み」

実験3-5.

「すい臓とランゲルハンス島の観察」

資料学習

「血糖濃度の変化とインスリンの効果」
	第

二

学

期

中

間

考

査

	
	第３章 免疫(5)

第１節 免疫とは

第２節 体液性免疫

第３節 細胞性免疫
	免疫とそれにかかわる物質や細胞の働きについて理解する。
	実験3-6.

「白血球の観察」

発展

「抗体の構造」

発展

「新型インフルエンザとワクチン」

資料学習

「マウスの皮膚移植実験」
	

	
	探究活動３.(2)
	
	３.腎臓の構造と働き
	

	
	部末問題(1)
	
	
	

	
	第４部 生物の多様性と生態
系 (24)
	
	
	第

二

学

期

期

末

考

査

	
	第１章 植生の多様性と分布(11)

第１節 さまざまな植生

第２節 遷移

第３節 気候とバイオーム
	陸上には様々な植生が見られ，植生は長期的に移り変わっていくことを理解し，様々なバイオームが成立していることを学ぶ。
	実験4-1.

「学校周辺の植生調査」

実験4-2.

「森林の階層構造と環境」

発展

「呼吸速度と光法話での光合成速度の関係」

資料学習.

「火山溶岩上での植生の遷移」

実験4-3.

「遷移と土壌養分」

実験4-4.

「世界のバイオーム」
	

	３
	第２章 生態系とその保全(11)

第１節 生態系とは

第２節 物質循環とエネルギーの流れ

第３節 生態系のバランスと保全
	生態系では，物質が循環するとともにエネルギーが移動することを学び，生態系のバランスについての理解と生態系保全の重要性を認識する。
	実験4-5.

「落葉の分解者による有機物の分解」

発展

「農地の生態系に特徴的なエネルギーの流れ」

実験4-6.

「水生生物を指標とする河川の水質評価」
	第

三

学

期

期

末

考

査

	
	探究活動４.(1)


	
	４.外来生物による日本の生物多様性への影響
	

	
	部末問題(1)
	
	
	

	

	３　評価方法とその観点

	評 価 方 法

	●下記の(1)～(5)の項目を，評価の観点別(関心・意欲・態度，思考・判断，観察・実験の技能・表現，

知識・理解)に評価します。各学期の成績はそれらの評価から総合的に判断します。

	(1)授業への取り組み

授業に対する姿勢，学習態度，物理への関心等で判断する。評価の観点のうち，特に関心・意欲・態度の項目を評価する。

	(2)ノートの記載内容

授業内容を適切にまとめているか，科学的な思考ができているかなどを評価する。

	(3)観察・実験等

観察・実験等を行い，レポートを書く。観察・実験に対する姿勢，予想や考察，器具の操作，報告書などから評価する。評価の観点のうち，思考・判断，観察・実験の技能・表現に関する配分が大きい。

	(4)教科書・問題集の問題

各問題への取り組み，取り組んだ内容から評価する。

	(5)中間・定期考査

学習内容に合わせて問題を出題する。評価の観点のうち，思考・判断，知識・理解に関する配分がもっとも大きい。

	

	４　学習のアドバイス等

	１　日常生活の中で起こる様々な自然現象に興味をもち，その法則性について考える態度をもつこと。

２　疑問に思ったことを確かめてみようという態度をもつこと。

３　学んだことを正確に記録する方法と態度を身につけること。


